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１．夏期休暇の使用計画                                            


既に５月１日に始まっています夏期休暇を使用出来る期間が９月３０日には終了します。今年の始めに暫定年次休暇使用計画に希望する日程を組み入れていると思いますが、ＵＳＦＪフォーム２３（休暇願）を早い時期に監督者に提出し、確認をとりましょう。暫定年間計画は、あくまでも予定ですから必ずしもそのとうりに休暇をとれるという事ではありません。早めに休暇願を提出すれば、監督者もあらかじめ予定を立てやすく、業務上の理由であなたの休暇予定を変更しなければならない可能性が少なくなるはずです。さあ、夏休みの計画を立てましょう！

（管理従業関係調整課 263-4938／3574）

２．職場にふさわしい服装を





      


蒸し暑い初夏の到来とともに、仕事中も薄く涼しい素材でしかも最新のファッションを取り入れた夏向きの洋服を着るようになってきました。しかしながら、皆さん、特に新入職の皆さん、職場外では受け入れられる自分の好みの服装が、職場によっては必ずしも受け入れられるとは限らない事を理解しなければなりません。事実、ある従業員や監督者より、同僚や部下の服装についての批評が私共、日本人人事事務所に寄せられております。


在日米軍の施設内で働いていて、皆さんの中には職場で全く自由に自分の好みの服装ができると感じているか、または服装に関する基準があるなどと考えた事もない方がいるかもしれませんが、それは間違いです！ 第１７地域支援軍司令部指針第７９号は、出張、公務の旅行を含めた就労中の服装と外見についての基準を定めています。同指針は、職場内で勤務中の職員の服装は、単に健康･安全の基準に従うのみならず、職場にふさわしいものでなければならないことを強調しています。従って、清潔であり、定められた基準、あるいはそれぞれの職場にあった、控え目な服装を心がけることが必要です。例えば、司令部や事務所においては職場の環境に応じた長く受け入れられてきた服装があり、また一般の顧客に常時接するようなサービス業務が中心の職場では、他の職場で働く従業員とはおのずからその服装や外見が違ってきます。上記指針は次のように規定しています。


ａ．短く切ったジーンズ、運動着、修繕していない衣服（例えば、穴のあいているような）汚れたスニーカー、水着、ビーチウェア、あるいはハダシ等は、勤務中は禁止です。


ｂ．わいせつ的、ポルノ的、または俗悪的な言葉、キャラクター、写真、シンボル等を含んだ描写、表示のある衣服は勤務中、又出張中も禁止です。


ｃ．駐屯地売店（ＰＸ）、基地内売店、スナックバー、図書館、映画館、教会、クラブ等の施設において、全ての従業員の服装は、品良く、基地司令官および地域の司令官が定めた基準にかなっていること。
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ｄ．民間人職員は、勤務中あるいは米国陸軍を代表する場合その作業環境の許す限り清潔で身だしなみの整った外見となるよう努めること。決められたユニフォームや保護具を供与されている従業員は、勤務中正しく着用すること。


上記の指針は、勤務中の服装について何を着て良い、何を着てはいけないなど細部まで規定しているわけではありません。同指針の求める主旨は、皆さんの服装と職場環境との調和･釣り合いを図るということです。同時に皆さんの監督者、管理者には、当該職場における服装基準を設定･実施する権利と権限があることを承知して下さい。言うまでもありませんが、お気に入りのファッションは、勤務終了後、心ゆくまで楽しんで下さい。

（管理従業関係調整課 263‐4938／3574）

３．規律の維持



ふれあい２０００年夏号でＭＬＣ／ＩＨＡに従い苦情を提出する権利とその手続きについて紹介しました。今回は規律－即ち職場内の規律維持に関する私達の責任について考えてみたいと思います。


私達には、従業員として与えられた職務を満足に遂行するために必要な知識や各種の技能を磨く責任があることは言うまでもありません。しかし私達が職務を全うするためには、知識や技術が全てではありません。私達の責任のもう一つの側面（恐らく一番重要なもの）は、職務に対する取り組み方、態度です。積極的、建設的な態度が欠けていてはいかに知識があり、どんなに高い技能を持っていても私達は仕事の上で成功を収める事は出来ません。

上述の積極的な態度とは職務に専念すること、諸規則の遵守、上司、同僚との協調的な人間関係等を示します。これらは職場内の規律維持に欠かせない基本原則です。もし誰かがこの規律維持の原則を破った場合、監督者はその人の態度、振舞を正す適当な措置を取らなければなりません。


残念なことに、ここ１年間に私共の事務所で戒告から解雇に至るいくつかの公式制裁措置を処理しなければなりませんでした。つい最近、ある日本人従業員が、自己の利益のために履歴書や免許を偽造したことにより解雇されました。また、あるケースでは、ある日本人従業員が法務官室よりある訴訟に関して証言するよう求められましたが、それを拒否しようと試み、又、虚偽の証言をしました。その従業員は、在日米軍の職務をあきらめ、制裁措置が課される寸前に自己退職しました。言うまでもなく、これらの事例は米陸軍で働く全ての人々の信頼を傷つける重大な違反行為です。


この機会に、職場の規律維持に関する私達の責任について再確認したいと思います。


ＭＬＣ（基本労務契約） 第８章、ＩＨＡ（諸機関労務協約）英文付属書３章により、職業倫理に反し、職場の規律を乱す従業員に対して制裁措置が取られます。監督者によって報告された従業員の違反行為が第三者の調査官により証明され、それに日本政府が同意した場合、その従業員の違反行為の性質や重大さにより戒告、減給、出勤停止又は解雇の制裁を受けることになります。下記は在日米軍従業員として禁じられている行為の一覧です。

ａ．遅刻
許可なく、または正当な理由なく所定の出勤時刻に遅れて出勤すること。
ｂ．無許可欠勤
所定労働日に１日またはそれ以上欠勤し、かつその欠勤が許可されていないこと、または正当な理由があったとは認められないこと。

ｃ．怠惰
許可なく、もしくは正当[image: image3.wmf]な理由なく与えられた職務を離れること、または命令、作業割当て、もしくは指示の実行を不当に遅らせること。

ｄ．資材の損傷
作業の遂行に当たって、著しく不注意または粗略であり、そのために資材を損傷したり、浪費したり、業務を遅滞させること。

ｅ．失敗した作業
自己の失敗した作業を隠したり、許可なく除去したり、破棄すること。

ｆ．私的業務
軍の施設内において事前に許可を受けることなく就業時間中に私的業務をすること。

ｇ．アルコール類
酔って出勤すること、または酔った状態で勤務に就くこと。

ｈ．麻薬等
習慣性麻酔薬、大麻、神経刺激興奮剤、もしくはこれらを使用するための器具類を軍の施設内に持ち込もうとしたり、またはそれ等を軍施設内で所持すること。

ｉ．勤務中の睡眠
言葉通りの行為。

ｊ．財産に対する損害
故意、不注意、もしくは粗略のために軍の財産に損害を与えたり、壊したり、減失すること。

ｋ．窃盗
軍の財産、または軍施設内で他人の財産を許可なく使用したり、盗んだり、盗もうとする行為。

ｌ．防火規則
軍の防火規則に違反すること。

ｍ．命令に対する不服従
正当な命令に明白に従わず、またはこれを拒否すること。（監督者の私的な用件、または私的業務のような不適切な命令に対する不服従はこの違反行為の対象に該当しません。）

ｎ．車両規則
軍もしくは日本の交通規則に違反したり、許可なく軍の車両、動力機器を操作すること。

ｏ．秩序を乱す行為
けんか、賭博、脅迫、傷害、故意による器物損壊、[image: image4.wmf]あるいは危険な武器の所持等に限らず、軍施設内の平和、秩序もしくは規律を乱す、または権威を傷つける行為。



ｐ．記録の偽造
履歴書や公式の記録、文書等を、私的利益を得る目的で偽造、変造すること。

ｑ．収賄または脅迫
採用もしくは雇用の継続に関する約束の下に金銭または物品を受け取ったり、雇用に関連し利益を得る目的をもって脅迫もしくは威圧すること。

ｒ．強要
自己の職務上の決定や措置に影響を及ぼす意図を持って、金品を要求したり受け取ること。


原則として制裁は、職場内または就労時間内に犯された違反行為に対して措置が取られますが、職場外、就労時間外であっても違反行為が米陸軍／米国防省機関の名誉を著しく傷つけるものである場合には制裁措置の対象になることもあります。


矯正措置を取る場合、矯正の機会を与えながら、段階的により厳しい措置がとられます。また、従業員の矯正のために必要最低限の措置が適用されます。即ち、初めての違反行為には口頭説諭や戒告書を適用し、第二、第三回目の違反行為には減給や出勤停止等のより厳しい制裁が科されます。言い換えれば、非公式の訓戒や口頭説諭が従業員を矯正するに足れば、公式の制裁措置を取られることはありません。しかしながら、第一回目の違反行為でも職場の士気、秩序、人員、財産あるいは業務に重大な危険があると認められた場合、解雇の措置が取られることがあります。


上記の違反行為が職場内で許されるべきではなく、正されなければならないという事に皆さん異論はないでしょう。その意味では、このような違反行為を犯さないということは、普通の市民であれ、従業員であれ監督者であれ常識の問題です。私達一人一人が禁止されている行為をよく理解し、自己を律することで、平和で秩序ある建設的な職場環境を作り上げることが出来るでしょう。この件についてご質問があれば日本人人事事務所の管理従業関係調整課、軍電2634938／3574まで、または皆さんの地区にある日本人人事事務所支部までご連絡下さい。

４．２０００日本会計年度―現金褒賞の概要



2001年3月31日をもって2000日本会計年度が終了し、日本政府から同会計年度分として割り当てられた褒賞計画資金の100％消化を達成しました。2000日本会計年度予算として提供された21,240,000円のうち10,480,000円（受賞者平均42,000円）が優秀成績褒賞、10,760,000円（受賞者平均17,000円）が特別行為褒賞の褒賞金に充てられました。


[image: image5.wmf]
2000日本会計年度中、第17地域支援群、第35補給サービス大隊のＭＬＣ従業員により提案褒賞が推薦されました。その提案が米陸軍にとってどれほどの節約、利益になるか慎重に審査されました。この“水上浮揚木箱―防湿パック（乾燥剤有り／無し）の改良”という提案は、非常に高く評価され、208,875円の褒賞金が2001日本会計年度の褒賞計画資金から本人に支払われます。皆さんも是非アイデアを絞り出して挑戦してみて下さい！提案褒賞に関する手続き、ご質問は在日米陸軍、資源管理部,軍電263-3277／3038までお問い合わせ下さい。

５．プロセス･イノベーション･チーム（ＰＩＴ）の世論調査




[image: image6.wmf]
第17地域支援群（17th ASG）、プロセス･イノベーション･チーム(PIT)が今年3月に17th ASG に所属する軍人、軍属(DAC)、日本人従業員(MLC/IHA) 全員を対象に行った従業員満足度アンケートの集計結果が間も無く終わります。


今回で3回目となるこのアンケートは職場内での安全面、リーダーシップ、研修などを含む職場環境全般に関して質問しています。過去のアンケートでは職場内の安全面向上、従業員の研修機会を増やすと言った早急に対応すべき点を取り上げてきました。


昨年のアンケート結果では17th ASG全従業員の8割に当たる日本人従業員の回答の約3分の1が｢分からない｣というものでした。これはアンケートを集計、分析する立場側からすれば今迄に例を見ない高い無関心さを示すもので、問題点として考えられました。この事実をもとに、17th ASG 副司令官のアントニオ・フォスター中佐は座間キャンプを始めとする各施設基地の日本人従業員を訪れました。フォスター中佐は「この訪問目的は我々(上層幹部)がコミュニティーや職場環境を良くしたいという気持ちを伝える為だった。」とコメントしています。この副司令官の訪問が功を奏したのか、今回のアンケートでは｢分からない｣と回答した人の割合が減少しました。これはより多くの日本従業員が司令官や監督者の気持ちを理解し始めたからだろうと推測されます。


軍人･軍属･日本従業員と言った立場に関係なく職場内での問題・関心事は上に持ち上げられるべきです。文句だけでは単なる愚痴で終わってしまうものも、建設的な意見を持って苦情を申し立てれば状況を改善する良いきっかけになります。 上層幹部・監督者の方々も皆さんの意見に積極的に耳を傾けているので、私達従業員も一丸となって行動すべきです。
私達日本人従業員は任務遂行には欠かせない存在で一人一人が認識され、自由に意見交換できるコミュニティーの一部として参加できると感じる事はとても大事だと考えられています。数多くの従業員の方が｢どうせ誰も聞いてくれない｣、｢何も変わらない｣と考えていると思いますが、より良い職場環境を作り上げていくのは皆さん自身だという事を認識して欲しいと思います。


昨年の従業員満足度アンケート結果、要望の声が反映された一つの例として、座間基地内にあるArmy Learning Center (建物番号: 278番, 業務時間: 月－木: 0800‐ 2100・金: 0800‐1700 )で各自の空き時間を利用してコンピューター使用法が勉強できるソフトを入力した日本語のパソコンを設置しました。他にもアンケート結果を基に安全面での改善も取り行なわれました。


アンケート結果は司令官と*従業員協議会(HRC)に送られ、今後の活動課題として取り上げられ話し合われます。今回の結果の一部はHRCのメンバー・監督者を通じて皆さんの職場に掲示されるよう配布されました。残りの結果も順を追って配布していきたいと思います。

（第１７地域支援群、ＰＩＴ 263-3020）
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*従業員協議会（Human Resource Council – HRC）

従業員協議会(HRC)は従業員一人一人の為に結成されたもので、基地運営を支えている従業員の能力を伸ばす事で任務を達成する事を目的としています。  この会議では各自の専門知識レベルを上げる為、今迄以上の支援、教育・研修機会を提供、又業務・安全問題を含む質及び満足度に焦点を置いて月に一度話し合いの場を設けています。

現在は第17地域支援群副司令官を始め、各部隊司令官、局長、代表者、 日本人従業員を含むトレーニングコーディネーターから形成されていますが希望者はどなたでも自由に参加して頂く事もできます。
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